
米国�
～更なるトランプ関税なければ景気後退回避へ～

　トランプ2.0での関税政策によって、米国で駆け込みで
輸入が急増し、各国の成長率を下支えする一方、米国の実
質ＧＤＰ成長率を下振れさせた。
　トランプ関税では、2月に中国に10％、カナダ、メキシコ
は一部の輸入品に対して25％の関税が賦課された。3月
には中国に追加で10％の関税が課された。そして、4月に
相互関税を発動する計画だったため、駆け込み輸入が増
加した。
　米国の25年1-3月期の実質ＧＤＰ成長率（1次推計）は、
前期比年率▲0.3％（10-12月期同＋2.4％）と22年1-3月
期の同▲1.0％以来のマイナス成長となった。1-3月期は、
暴風雪による個人消費の一時的な下振れに加えて、4月
の相互関税の発動前の駆け込みによる輸入の急増でマイ
ナス成長となった。駆け込み輸入によって対ＥＵ、対メキシ
コの貿易赤字は過去最大となった。ただし、民間国内最終
需要は設備投資の拡大によって前期比年率＋3.0％成長
と高い伸びとなっており、米経済は堅調さを維持した。

　4月3日に自動車輸入に対する25％の関税、4月5日に
基本税率10％分の相互関税を発動した。しかし、9日に
国・地域ごとに設定した相互関税の上乗せ部分を発動し

米成長率は駆け込み輸入で25年1Qにマイナス

相互関税の上乗せの停止で再び駆け込み輸入急増も

たが、数時間後にトランプ米大統領は、90日間停止する
と発表した。中国への125％の追加関税は賦課されたま
まとなったことで、米中の直接的な輸出入の急減・停止が
想定されるが、相互関税の上乗せの停止によって、中国
製品が他国経由で米国に輸出される道が残った。
　7月9日までの相互関税の上乗せ停止によって、4-6月
期に再び駆け込み輸入が増加する可能性が高まった。貿
易交渉次第では、上乗せ関税を発動しない国があるもの
の、合意までには時間がかかることから、貿易交渉に進展
がありそうな国からも駆け込み輸入が増加する可能性が
高く、4-6月期も各国の輸出、生産、雇用を下支えしよう。

　4-6月期の設備投資は、不確実性の高まりが続くことで
鈍化すると予想される一方、個人消費は、価格上昇の影
響を受けるものの、3月に高い伸びとなったことで、小幅
加速すると予想され、国内民間需要は引き続き堅調さを
維持しよう。このような中で、駆け込み輸入が再びあるも
のの、1-3月期の急増の反動によって輸入は小幅の減少
に転じてＧＤＰを押し上げるとみられ、4-6月期の実質ＧＤ
Ｐは前期比でプラス成長に転じよう。この間に、貿易交渉
が進展し、一段の関税賦課が回避されれば、米国や各国
のリセッション懸念は大幅に後退する公算が大きい。

4-6月期の米経済はプラス成長に
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資料1 実質ＧＤＰの項目別寄与度（前期比年率）

（出所）米商務省より第一生命経済研究所作成
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資料2 米国の主要貿易国・地域の貿易赤字の推移

（出所）米商務省
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